
読
書
会
読
書
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の

十

冊

文

庫

目

録

追

録

№

（
令
和
三
年
度
）
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千
葉
県
立
図
書
館

令
和
四
年
三
月
現
在

書

名

・

著

者

解

題

｢

海
に
土
を
入
れ
た
ら
、
魚
た
ち
は
死
む
？｣

普
天
間
基
地
の
近
く
に
住
み
、

海
を
あ
げ
る

未
成
年
の
少
女
た
ち
の
支
援
・
調
査
を
続
け
て
い
る
著
者
に
よ
る
初
エ
ッ
セ
イ

集
。
暴
力
や
貧
困
の
中
の
若
い
女
性
た
ち
、
爆
音
の
下
で
沈
黙
す
る
人
々
、
土
砂

が
投
入
さ
れ
た
辺
野
古
の
海
。
幼
い
娘
の
か
た
わ
ら
で
沖
縄
を
生
き
る
痛
み
を
、

上
間

陽
子

著

静
か
に
強
く
綴
る
。

二
〇
二
一
年

本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

二
五
一
頁

筑
摩
書
房

十
九
歳
の
浪
人
生
う
ー
ち
ゃ
ん
が
、
独
特
な
方
言
「
か
か
弁
」
で
語
り
か
け
る

か
か

形
で
物
語
は
始
ま
る
。
う
ー
ち
ゃ
ん
を
取
り
巻
く
複
雑
な
事
情
を
持
つ
家
族
。
鍵

の
か
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
空
間
が
拠
り
所
の
彼
女
。
愛
憎
入
り
交
じ
っ
た
感
情
を
持

ち
つ
つ
も
、
心
を
病
ん
だ
母
を
救
う
た
め
、
あ
る
祈
り
を
抱
え
熊
野
へ
向
か
う
。

宇
佐
見

り
ん

著

第
五
六
回

文
藝
賞
受
賞

第
三
三
回

三
島
由
紀
夫
賞
受
賞

令
和
元
年
刊

一
一
五
頁

河
出
書
房
新
社

作
家
の
松
岡
護
と
夏
目
漱
石
の
長
女
筆
子
の
四
女
で
あ
り
、
昭
和
史
研
究
家
の

硝
子
戸
の
う
ち
そ
と

半
藤
一
利
の
妻
で
あ
る
著
者
が
、
夏
目
一
族
の
思
い
出
、
自
身
の
住
む
家
や
町
、

友
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
、
夫
・
半
藤
一
利
と
の

別
れ
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。『
味
覚
春
秋
』『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
掲
載
さ
れ
た
も

半
藤

未
利
子

著

の
書
籍
化
。

令
和
三
年
刊

二
六
七
頁

講
談
社

祖
母
の
跡
を
継
ぎ
、
鎌
倉
で
文
具
店
を
営
む
鳩
子
の
も
と
に
は
、
今
日
も
風
変

キ
ラ
キ
ラ
共
和
国

わ
り
な
代
書
の
依
頼
が
舞
い
込
む
。
目
の
見
え
な
い
少
年
か
ら
母
へ
の
手
紙
、
亡

き
夫
か
ら
の
謝
罪
の
手
紙
、
憧
れ
の
文
豪
か
ら
の
手
紙
ー
。
家
族
に
な
っ
た
Ｑ
Ｐ

ち
ゃ
ん
と
モ
リ
カ
ゲ
さ
ん
、
ご
近
所
の
バ
ー
バ
ラ
婦
人
や
男
爵
、
さ
ら
に
は
名
前

小
川

糸

著

も
知
ら
な
い
母
親
？
も
登
場
の
『
ツ
バ
キ
文
具
店
』
続
編
。

平
成
二
九
年
刊

二
五
一
頁

幻
冬
舎

ヘ
ル
ツ
の
声
で
鳴
く
、
世
界
で
一
頭
だ
け
の
孤
独
な
ク
ジ
ラ
。
そ
の
声
は
周

52

ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち

波
数
が
高
く
、
他
の
ク
ジ
ラ
に
は
聴
こ
え
な
い
―
。
家
族
に
人
生
を
搾
取
さ
れ
、

52

恋
人
に
も
裏
切
ら
れ
た
キ
ナ
コ
。
心
優
し
く
愛
情
深
い
け
れ
ど
、
誰
に
も
言
え
な

い
秘
密
を
抱
え
た
ア
ン
さ
ん
。
親
に
虐
待
さ
れ
、「
ム
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
少

町
田

そ
の
こ

著

年
。
彼
ら
の

ヘ
ル
ツ
の
心
の
叫
び
が
届
き
ま
す
よ
う
に
、
祈
り
と
希
望
の
物
語
。

52

二
〇
二
一
年

本
屋
大
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

二
六
〇
頁

中
央
公
論
新
社

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
、
男
は
出
稼
ぎ
の
た
め
、
上
野
駅
に
降
り
立
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口

そ
し
て
彼
は
彷
徨
い
続
け
る
。
福
島
県
に
生
ま
れ
、
数
奇
な
運
命
を
経
て
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
っ
た
彼
。現
在
と
過
去
が
入
り
交
じ
り
な
が
ら
進
展
し
て
い
く
物
語
に
、

読
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

柳

美
里

著

二
〇
二
〇
年

全
米
図
書
賞
（
翻
訳
文
学
部
門
）
受
賞

平
成
二
六
年
刊

一
八
七
頁

河
出
書
房
新
社



書

名

・

著

者

解

題

舞
台
は
茨
城
県
牛
久
。
東
京
で
働
い
て
い
た
都
は
、
更
年
期
障
害
で
苦
し
む
母

自
転
し
な
が
ら
公
転
す
る

の
介
護
の
た
め
帰
郷
。
地
元
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
働
き
始
め
る
。

仕
事
の
ト
ラ
ブ
ル
、
親
の
病
気
、
先
の
見
え
な
い
恋
愛
、
次
々
と
押
し
寄
せ
る

問
題
に
直
面
す
る
都
。「
自
転
し
な
が
ら
公
転
す
る
」
ぐ
る
ぐ
る
迷
い
な
が
ら
彼

山
本

文
緒

著

女
が
選
択
し
た
未
来
と
は
。

第
一
六
回

中
央
公
論
文
芸
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

四
七
八
頁

新
潮
社

そ
の
当
時
、
自
転
車
は
高
級
品
だ
っ
た
。
数
ヶ
月
稼
い
で
や
っ
と
手
に
で
き
る
、

自
転
車
泥
棒

そ
れ
が
自
転
車
。
二
十
年
前
、
自
転
車
と
と
も
に
消
え
た
父
。
大
人
に
な
っ
た｢

ぼ

く｣

の
元
に
は
自
転
車
だ
け
が
戻
っ
て
き
た
。
激
動
の
時
代
の
台
湾
を
自
転
車
で

通
し
て
巡
る
物
語
。

呉

明
益

著

二
〇
一
八
年

国
際
ブ
ッ
カ
ー
賞
候
補

平
成
三
〇
年
刊

四
三
八
頁

文
藝
春
秋

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い
釜
石
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
そ
の
犬
は
、
名
を
変

少
年
と
犬

え
、
在
る
と
こ
ろ
を
変
え
て
行
く
。
出
会
う
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
。
そ
の
犬
は

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
そ
し
て
書
名
の｢

少
年｣

と
は
。
章
ご
と
に
語
ら
れ
る
出
会

い
と
別
れ
の
物
語
。

馳

星
周

著

第
一
六
三
回

直
木
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

三
〇
八
頁

文
藝
春
秋

大
切
な
の
は
「
違
い
が
あ
る
」
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
の
街
ブ
ラ

ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ

イ
ト
ン
で
暮
ら
す
「
ぼ
く
」
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
父
と
日
本
人
の
母
を
持
つ
中

イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー

学
生
が
考
え
る
差
別
と
は
？
貧
富
の
差
と
は
？
多
様
性
と
は
？
「
ぼ
く
」
が
日
常

で
感
じ
る
思
い
を
、
両
親
に
伝
え
る
言
葉
は
真
っ
直
ぐ
で
、
思
慮
深
く
鋭
い
。
母

親
で
あ
る
著
者
が
『
波
』
で
連
載
し
て
い
た
も
の
を
書
籍
化
。

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

著

二
〇
一
九
年

本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
受
賞

平
成
三
一
年
刊

二
五
二
頁

新
潮
社

「
画
鬼
」
と
称
さ
れ
た
絵
師
、
河
鍋
暁
斎
の
娘
と
よ
。
幼
き
頃
か
ら
父
の
手
ほ

星
落
ち
て
、
な
お

ど
き
を
受
け
絵
師
と
な
る
が
、
多
彩
な
才
能
の
暁
斎
ほ
ど
の
腕
は
な
く
、
、
同
じ

く
絵
師
と
な
っ
た
異
母
兄
周
三
郎
ほ
ど
の
覇
気
は
な
い
。
私
立
女
子
美
術
学
校
初

の
女
性
日
本
画
教
授
で
あ
っ
た
彼
女
だ
が
、
絵
を
描
く
こ
と
、
女
性
と
し
て
生
き

澤
田

瞳
子

著

る
社
会
か
ら
の
制
約
な
ど
に
も
悩
み
な
が
ら
、
自
分
の
人
生
を
進
ん
で
い
く
。

第
一
六
五
回

直
木
賞
受
賞

令
和
三
年
刊

三
二
一
頁

文
藝
春
秋

森
鴎
外
の
末
子
、
類
を
主
人
公
に
し
た
長
編
小
説
。
優
秀
な
兄
姉
妹
の
な
か
、

類

勉
学
、
絵
画
、
文
学
と
何
を
や
っ
て
も
類
の
才
能
は
な
か
な
か
芽
が
で
な
い
。
さ

ら
に
戦
争
に
よ
っ
て
財
産
が
失
わ
れ
妻
子
を
抱
え
て
困
窮
し
て
い
く
ー
。
名
門
に

生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
享
受
し
た
喜
び
と
苦
悩
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
は
な

朝
井

ま
か
て

著

い
人
生
を
丁
寧
に
描
く
。
緑
の
濃
淡
が
鮮
や
か
な
装
画
は
類
に
よ
る
も
の
。

第
三
四
回

柴
田
錬
三
郎
賞
受
賞

第
七
一
回

芸
術
選
奨
（
文
学
部
門
）
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

四
九
四
頁

集
英
社

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）


